
覲韓日発掘交流に参加して
国立慶州文化財研究所と奈良文化財研究所の発

掘調査交流の
一環で、2016年８月22日から10月皿

日まで発掘調査や資料調査等をおこないました
。

前半は藤原宮朝堂院の発掘調査に参加しました
。

文献に記録のある儀式に関わるとみられる計７基の
旗竿遺構を大極殿院南門前面で検出した調査でし
た
。現場班の一員として発掘期間中、韓国における

旗竿遺構の事例に
ついても調べました。

後半は東大寺東塔院跡の発掘調査に参加しまし
た
。鎌倉時代の基壇の中に奈良時代の基壇が良好に

遺存していることがわかりました
。現場担当者の

方々と基壇について討論をしたことも良い思い出
です。

そのほかにも平城宮第
一次大極殿院復原検討会

や
、発掘調査の記者発表、現地説明会に参加し、そ

の過程を問近にみたり
、日本各地の遺跡を踏査し、

様々な整備
・復元事例に触れることもできました。

韓国では私のような建築専攻者が発掘に参加する
機会がほとんどありません

。今回、日本で実際に発

掘作業に携われたことは
、韓国で整備・復元をおこ

なっていく上でも非常に貴重な経験となりました
。

８週間という短い滞在でしたが
、誠実で親切で情

熱あふれる研究者にたくさんお会いすることがで
きました

。また今回の経験を通じて、韓日両国は多

くの研究を
一緒に進めていけることを確信いたし

ました
。今後も両研究所の交流が末永く続くことを

祈念しております。
(国立慶州文化財研究所　崔享仙、翻訳　諌早直人)

発掘作業への参加風景
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